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当日の夕方には地域の子どもたちが大人と同じ作法で「子ども鬼走り」を披露しました。伝統は脈々と引き継がれていきます。
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太
田
市
長
か
ら

新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

将
来
は
ラ
ジ
オ
に
関
わ
る
仕
事

に
就
け
れ
ば
と
、
大
学
で
学
ん
で

い
ま
す
。
仕
事
へ
の
夢
の
き
っ
か

け
は
五
條
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
。

近
所
に
我
が
子
の
よ
う
に
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
い
て
、
京

都
に
住
む
今
も
声
を
か
け
て
く
れ

る
な
ど
、
五
條
市
の
方
々
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
の
大
き
さ

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

ま
で
自
分
が
し
て
き
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
忘
れ
ず
、
他
の
方
々
か
ら

頼
ら
れ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
し

て
い
け
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
教
師
に
な
る
た
め
に

大
学
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
大
学

で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
自

立
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
特
別

支
援
教
育
に
重
点
を
置
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
や
災
害
に
遭
っ
た
広
島

や
茨
城
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

様
々
な
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

教
育
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
良
い
と
こ

ろ
や
個
性
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て

伸
ば
し
、
の
び
の
び
と
育
て
て
い

け
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
大
学
で

勉
強
し
、
成
長
し
た
い
で
す
。

　

薬
剤
師
を
目
指
し
て
、
大
学
で

身
体
の
機
能
や
倫
理
的
思
考
、
薬

剤
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

薬
剤
師
は
患
者
さ
ん
の
命
に
直
接

関
わ
る
た
め
、
正
確
で
専
門
的
な

知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
、
責
任

が
伴
い
ま
す
が
、
薬
剤
を
通
じ
て

患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
素

晴
ら
し
い
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。

今
学
ん
で
い
る
こ
と
一
つ
一
つ
を

大
切
に
し
て
自
分
の
ス
キ
ル
を
磨

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
患

者
さ
ん
や
医
療
従
事
者
に
信
頼
さ

れ
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
薬
剤
師
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

小
学
校
教
諭
に
な
る
た
め
、
大

学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
伝
え
た
い

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

教
え
る
人
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

子
ど
も
が
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
頑

張
れ
る
よ
う
な
先
生
に
な
り
た
い

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
教
わ

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
は
楽
し
け
れ
ば
笑
い
、
悲
し
け

れ
ば
泣
き
ま
す
。
大
人
に
も
素
直

な
自
分
で
居
ら
れ
る
場
所
が
あ
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
責
任
あ
る
大
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

川
井　

美
樹
さ
ん

福
塚　

直
さ
ん

森
脇　

里
佳
さ
ん

延
原　

菜
月
さ
ん

新成人を代表してハタチの決意を発表したみなさん

　

大
人
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を

持
っ
て
人
生
を
歩
み
始
め
る
新
成

人
を
祝
う
五
條
市
成
人
式
を
１
月

11
日
に
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
五
條
市
で
は
、
今
年
３
３
５

人
が
成
人
を
迎
え
、
会
場
に
は
２

９
０
人
が
集
い
ま
し
た
。
式
典
で

は
参
加
者
を
代
表
し
て
４
人
が
将

来
の
目
標
や
家
族
へ
の
感
謝
な
ど

を
述
べ
、
立
派
な
大
人
に
な
ろ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

五條市成人式
335人の門出を祝って

平成28年

　

成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
の
よ
き
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
３
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や

友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
次
に
、
今
日
を
契
機
に
、
目
標
を
持
っ

て
前
向
き
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
ふ

る
さ
と
五
條
市
を
忘
れ
ず
、
い
つ
も
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。
厳
し
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
家
族
や
友
人
と
支
え
あ
い
、
素
晴

ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。　

　　　　　　五條市長　太田好紀

2ごじょうフォトニュース
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12
月
20
日
に
吉
野
川
師
走
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
吉
野
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
在
住
の
上
位
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
男
子
10
㎞
（
20
代
）
３
位　

岡　
　

勇
太

▼
男
子
５
㎞
（
20
代
）
１
位　

森
谷　

公
亮

　
　
　
　
　

（
40
代
）
３
位　

吉
田　

全
完

　
　
　
　
　

（
80
代
）
１
位　

阪
ノ
上　

豊

▼
男
子
2.5
㎞

　
　
　

（
小
学
１
年
）
１
位　

森  　

  

友
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

平
岡　

湊
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

吉
田　

祥
永

　
　
　

（
小
学
２
年
）
１
位　

辰
己 

亜
斗
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

横
谷　

晋
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

平
田　

壮
哉

　
　
　

（
小
学
４
年
）
１
位　

川
嶋　

望
叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

西
尾　

佳
也

　
　
　

（
小
学
６
年
）
１
位　

横
谷　

隆
誠

▼
女
子
５
㎞
（
40
代
）
１
位　

阪
本 

真
奈
美

▼
女
子
2.5
㎞

　
　
　

（
小
学
１
年
）
１
位　

岡
森　

羽
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

尾
藤　

ひ
め

　
　
　

（
小
学
２
年
）
１
位　

西
尾　

梓

　
　
　

（
小
学
３
年
）
１
位　

花
坂　

陽
葵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

中
谷 

ひ
な
た

　
　
　

（
小
学
４
年
）
１
位　

阪
本　

理
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

椋
本　

真
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

浦
東　

秋
乃

　
　
　

（
小
学
６
年
）
１
位　

辰
己　

亜
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位　

尾
崎　

千
聖

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー　
　
　

１
位　

辰
己　

彰
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位　

岩
井 

飛
夏
留

吉
野
川
師
走
マ
ラ
ソ
ン
大
会

約
1
5
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

　

新
春
恒
例
の
五
條
市
消
防
出

初
式
が
１
月
14
日
に
上
野
公
園

で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
や
関

係
機
関
約
６
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
市
民
ら
が
見
守
る
中
、

優
良
消
防
団
員
の
表
彰
や
分
列

行
進
、
消
防
車
両
に
よ
る
一
斉

放
水
演
習
な
ど
を
実
施
。
関
係

者
は
市
民
の
安
心
、
安
全
を
守

る
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

防
火
、防
災
の
志
を
新
た
に

五
條
市
消
防
出
初
式

　

吉
野
川
河
川
敷
で
12
月
23
日
に
、

五
條
な
ん
ゆ
う
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
五
條
高
校
の

学
生
に
よ
る
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
ゆ

る
キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー
や
音
楽
グ
ル
ー

プ
「
秋
休
」
等
に
よ
る
ラ
イ
ブ
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
エ

リ
ア
で
は
南
部
東
部
地
域
の
市
町

村
が
特
産
品
の
販
売
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
冬
の

夜
空
に
打
上
花
火
が
大
輪
を
広
げ
、

イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

五
條
な
ん
ゆ
う
祭

五
條
市
か
ら
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
た
い

そ
し
て
未
来
に
元
気
を

第
33
回

　

 

五
條
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

会
長
の
中
尚
志
氏
が
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
表
彰
を
受
賞
し
、
12
月

17
日
に
堀
内
教
育
長
か
ら
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
中
氏
は
平

成
８
年
度
か
ら
五
條
市
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
に
継
続
し
て
活
動
さ
れ
た

功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

児
童
の
健
全
育
成
に
尽
力

中 

尚
志
氏 

全
国
子
ど
も
会
か
ら
表
彰

会場を盛り上げた五條高校軽音楽部の演奏。

ステージには関係団体のゆるキャラが大集合しました。

全国表彰を受賞した中氏（写真中）。右は堀内教育長、左は中本生涯学習課長。

五條市の安全・安心の要、消防団員の分列行進。 市民が見守る中、はなやかな一斉放水演習。

3 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



マイナンバー制度
国
民
の
利
便
性
の
向
上

公
平
公
正
な
社
会
の
実
現

行
政
の
効
率
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
始
ま
り
ま
し
た

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政
を
効
率
化
し
国
民
の
利
便
性
を
高

め
公
平
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
す
。
住
民
票

を
有
す
る
全
て
の
人
に
1
人
1
つ
の
番
号
を
お
知
ら
せ
し
て
、

行
政
の
効
率
化
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
る
制
度
で
す
。

個人番号カード一枚で「個人番号の確認」と「本人確認」ができます

個人番号が必要な手続きでは、個人番号の確認が新たに加わります。

通知カード
または
個人番号付きの住民票 ＋

個人番号の確認
政
の
効
率
化

国
民
の
利

＋＋

本人確認

運転免許証
または
パスポートなど

※通知カードをお持ちでない場合、個人番号付
きの住民票を取得していただくこともありま
す。通知カードは免許証等と一緒にご持参く
ださい。

※顔写真が無いものは 2種類以上の本人を
確認できるものが必要です。例）国民健
康保険被保険者証と年金手帳（税に関する
事務の場合はどちらか１つで可）

▼個人番号カードを取得するには申請が必要です。申

請方法は通知カードの送付時に同封されていたパン

フレットを確認してください。

▼既に申請した人へは、順次ハガキでお知らせします。

個人番号を求められる手続きには、
主に次のようなものがあります。

 

暮らし

保険・医療子育て

介護・福祉

手続き 問合先 

市
民
税 

市・県民税申告書 
給与支払報告書 
公的年金等支払報告書 

税務課 
市民税係 

（内線 298 ） 

固
定

資
産
税

償却資産申告書
 

税務課 
固定資産税係

 （内線 258 ）

税金

※平成28年分以降
　の所得に係る申
　告書から適用

上記以外にも個人番号が必要になる場合があります。

手続き 問合先  

国
民
健
康
保
険

 

加入・脱退 
修学や施設入所のための市外転出 
被保険者の氏名・世帯・住所・世帯主の変
更 
高額療養費、高額介護合算療養費、移送費、
特別療養費等の支給申請 
限度額適用認定証、限度額適用・標準負担
額減額認定証、特定疾病療養受療証の交付
申請 
被保険者証、高齢受給者証、限度額適用認
定証等の再交付の申請 
第三者行為による被害届  

保険課
給付係

（内線367）

 

後
期
高
齢
者
医
療 

加入 
高額療養費、高額介護合算療養費、補装具
等の療養費の支給申請 
限度額適用・標準負担額減額認定証、特定
疾病療養受療証の交付申請 
被保険者証、限度額適用・標準負担額減額
認定証等の再交付申請 

養
育

医
療 未熟児養育医療の給付申請 

保険課
福祉医療係
（内線393）

手続き 問合先

給
付
や
届
出

 

児童手当の新規認定請求 
児童扶養手当の新規認定請求 
特別児童扶養手当の申請 

児童福祉課
児童福祉係
（内線366） 

幼稚園への入所手続き 
教育総務課
総務係

（内線814） 

保育所・認定こども園への入所手続き 
児童福祉課
保育係

（内線358）

母子健康手帳の交付申請（妊娠届出） 
保健福祉
センター
（内線289）

手続き 問合先 

介
護
保
険 

介護認定・更新・区分変更申請 
被保険者証等の再交付の申請 
負担割合証の再交付の申請 
負担限度額認定証の認定申請及び再交付
申請 
高額介護サービス費の支給申請 

介護福祉課 
介護保険係 
（内線 400） 

福
祉 

身体障害者手帳の申請 
特別障害者手当、障害児福祉手当の申請 
障害者総合支援法に基づく補装具費に関
する申請 
障害者総合支援法に基づく障害福祉サー
ビスの申請 
精神障害者保健福祉手帳に関する申請 
自立支援医療（更生医療・育成医療・精神
通院医療）に関する申請 
障害児通所支援（就学前・就学後児童）の
給付申請 
戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請
求 

社会福祉課 
福祉係 

（内線 299） 

生活保護の申請 
社会福祉課 
保護係 

（内線 387） 

手続き 問合先
市
営
住
宅

  

市営住宅等への入居申請 
市営住宅等入居者による収入申告 
市営住宅等の同居承認・入居承継申請など 

建設課
住宅係  

（内線 278 ）

手続きによって個人番号の記入・提示が
必要になる時期は異なります。詳しくは
各担当課に問い合わせてください。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

休
日
受
け
取
り
窓
口
を
開
設
し
ま
す

２月 14日（日）

９時～ 15時
市役所市民課

　

２
月
14
日（
日
）は
、市
役
所
本
庁
市
民
課
で
休
日
窓

口
を
開
設
し
、通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
、個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
印
鑑

③
本
人
確
認
書
類
等

※

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
原
則
本
人
の
受
け
取
り

に
限
り
ま
す
。代
理
人
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

▼
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類
等

※

通
常
の
窓
口
業
務
（
住
民
異
動

届
出
、各
種
証
明
書
の
発
行
等
）

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

市
民
課

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
・
０
７
８
・
０
７
９

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

満
20
歳
か
ら
満
18
歳
に

　

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、選
挙
に
参
加
で
き
る
年
齢
が
満

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
28
年
６
月
19
日
以
降
に
公
示

さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
、通
常

で
は
平
成
28
年
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

選
挙
で
投
票
を
行
う
た
め
に
は

　

３
か
月
以
上
、
同
一
の
市
区
町

村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
就
職

や
進
学
で
他
の
市
区
町
村
に
転
出

し
た
場
合
、
転
出
先
の
市
区
町
村

に
転
入
の
届
出
を
し
な
い
限
り
、

転
出
先
の
市
区
町
村
で
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※

満
18
歳
以
上
の
人…

投
票
日
の

翌
日
ま
で
に
満
18
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
い
る
人

■
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会

　
（
内
線
２
３
１
）

選
挙
に
参
加
で
き
る
年
齢
が

満 18歳から選挙に参加できます

マイナンバー制度

選挙に参加できる年齢引き下げ
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「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
」

「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
」

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で

五
條
市
に
居
住
し
て
お
り
、
平

成
27
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
市

民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

▼
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人
（
営

業
等
・
農
業
・
不
動
産
所
得

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
）

▼
給
与
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、

給
与
所
得
以
外
の
所
得
（
営

業
等
、
農
業
、
不
動
産
、
年

金
、
雑
所
得
）
が
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、
医
療
費
、
社
会
保
険

料
、
扶
養
な
ど
の
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

▼
収
入
が
無
か
っ
た
人
で
、
扶

養
に
入
っ
て
い
な
い
人

※

税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
は
不
要
。

▼
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農

業
）
・
不
動
産
・
一
時
所
得

が
あ
る
人

  

（
平
成
27
年
中
の
「
所
得
金

額
の
合
計
額
」
か
ら
「
基
礎

控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除
の

合
計
額
」
を
差
し
引
き
、
そ

の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
か
ら
「
配
当
控
除

額
」
な
ど
を
差
し
引
い
て
残

額
の
あ
る
人
）

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
所

得
者
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
合
計
金
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▼
公
的
年
金
受
給
者
で
次
に
当

て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
人

②
公
的
年
金
受
給
者
で
医
療

費
、
社
会
保
険
料
、
扶
養

な
ど
の
控
除
に
よ
る
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
人

※

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

（
２
か
所
以
上
あ
る
場
合

は
そ
の
合
計
額
）
が
４
０

０
万
円
以
下
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
に
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
の
場
合
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
提
出
は
不

要
で
す
。

（
た
だ
し
、
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
）

市
民
税
・
県
民
税
の

　

申
告
が
必
要
な
人

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

※不動産、株式を売却した場合の譲渡所得（分離課税）、贈与税、相続税の相談は税務署でのみ受け付けます。
※相談者が多い場合は受付を早めに終了することがあります。
※申告期間中、作成済みの申告書は市役所税務課、西吉野町支所、大塔支所から税務署に提出できます。お急ぎの場合や税務署
の受付印が必要な場合は、直接税務署に提出してください。

■
問
合
先

▼
葛
城
税
務
署

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
７
２
１

▼
税
務
課
市
民
税
係

　
（
内
線
２
９
８
）

正
し
く
、

お
早
め
に
！

税金

内 容 受付期間  時 間 場 所 その他 

市民税・県民税の申告の受付  
2月16日（火）～
3月15日（火） 

 
8:30～ 7:151
（土日は除く） 

市役所税務課
 西吉野支所 

大塔支所 
 

 

 

 

市役所税務課
職員による相談

 
 

 
  

 
 

市民会館３階 

 

 9: 00～17:00 

（土・日曜日は除く）

葛城税務署
 

 

新たに開業した人
の事業・不動産所
得の相談会 

税理士による
決算・申告など
の相談 

  9 :30～正午  

 13:00 ～16:00 

葛城納税協会
（大和高田市
西田１― 50） 

※不動産、株式を売却した場合

の譲渡所得（分離課税）、贈

与税、相続税の相談は行いま

せん。

※相談者が多い場合は早めに終

了することがあります。

※作成済みの申告書は市役所税

務課、西吉野町支所、大塔支

所に提出できます。急ぎの場

合や税務署の受付印が必要な

場合は、直接税務署に提出し

てください。

窓口が混雑し長時間お待たせ

する場合があります。あらか

じめご了承ください。

※土地・建物・株式等の譲渡所
得、贈与税、相続税の相談
は行いません。

※車での来場はご遠慮ください。

3月 1日（火）
  ～15日（火）

2月16日（火）～
3月15日（火）

 

3月 １日（火）
   ～３日（木）

※2月21日（日）、28日
（日）に限り日曜日
も相談、申告を受け
付けます。

地区相談会
※土地・建物・株式
等の譲渡所得以外
の所得税の確定申
告。
※サラリーマンや年
金受給者の還付申
告、住宅ローン控
除・医療費控除等
の還付申告。

税務署での申告

所得税及び復興
特別所得税の確
定申告の相談会

2月25日（木）、　   
      26日（金）、
      29日（月）

▼相談時間
　9時30分～正午

　13時～16時

▼受付時間
　9時～11時30分

　12時30分 

　～15時30分
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「
所
得
税
及
び

 

復
興
特
別
所
得
税
」

「
市
民
税
・
県
民
税
」

　

会
場
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
を
市
民
会
館
で
申
告
す
る
際
は
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
（
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民

税
）、
収
支
内
訳
書
（
営
業
・

農
業
・
不
動
産
所
得
等
の
所
得

が
あ
る
人
）、
印
鑑
、
申
告
者

本
人
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
納
付
お
よ

び
還
付
を
口
座
振
替
等
で
行
う

場
合
）

②
前
回
（
平
成
26
年
中
所
得
）

の
申
告
書
の
控
え

③
収
入
お
よ
び
必
要
経
費
が

わ
か
る
書
類
  〈

給
与
所
得
者
〉
勤
務
先
か
ら
の

源
泉
徴
収
票

  〈
年
金
受
給
者
〉
日
本
年
金
機
構

な
ど
か
ら
の
源
泉
徴
収
票

  〈
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
者
〉

収
入
や
必
要
経
費
が
わ
か
る
帳

簿
（
収
支
内
訳
書
に
転
記
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。）

④
社
会
保
険
料
の
支
払
額
を

確
認
で
き
る
書
類

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

等

「
自
書
申
告
」
の
方
針
に

基
づ
き
、
申
告
書
（
お
よ

び
収
支
内
訳
書
）
は
事
前

に
記
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
書
申
告
と
は
、
納
税
者

自
ら
が
申
告
書
を
記
入
、
作

成
し
て
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
で
す
。
氏
名
、
住
所
、

扶
養
親
族
な
ど
、
事
前
に
記

入
で
き
る
と
こ
ろ
は
記
入
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※

特
に
、
事
業
（
営
業
・
農

業
な
ど
）
所
得
が
あ
る
人

は
、
年
間
の
収
入
や
必
要

経
費
な
ど
を
整
理
し
、
収

支
内
訳
書
に
記
入
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
整
理
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
受
付

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
、

株
式
な
ど
を
売
却
し
た
時
の

譲
渡
所
得
（
分
離
課
税
）
を

伴
う
申
告
お
よ
び
消
費
税
の

申
告
は
、
直
接
税
務
署
で
行

っ
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ら
の
申
告
は
相
当
の
時

間
を
要
す
る
場
合
が
多
く
混
雑

の
要
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
直
接
税
務
署
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
伴
う
確
定

申
告
は
、
自
分
で
整
理
、

計
算
を
お
願
い
し
ま
す

　

医
療
費
控
除
に
関
す
る
領
収

書
の
整
理
、
計
算
な
ど
は
事
前

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
整
理
、

計
算
は
、
医
療
を
受
け
た
人
別

に
、
病
院
・
薬
局
別
に
分
類
し

て
く
だ
さ
い
。
整
理
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
受
付
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

一
般
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金

生
命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険

料
⑥
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

※

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締

結
し
た
長
期
損
害
保
険
は
従
前

の
損
害
保
険
料
控
除
を
適
用

⑦
扶
養
す
る
親
族
に
収
入
が

あ
る
場
合
、
そ
の
収
入
が

わ
か
る
資
料
（
源
泉
徴
収
票

等
）

⑧
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る

場
合

▼
医
療
機
関
等
の
領
収
書
（
平
成

27
年
中
の
領
収
印
が
あ
る
も
の

で
、
整
理
し
合
計
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。）

▼
保
険
組
合
や
保
険
会
社
か
ら
補

て
ん
金
が
あ
る
場
合
、
そ
の
金

額
が
わ
か
る
も
の

▼
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
▼
贈
与
税

　

 

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
と
納

税
の
期
限

　

３
月
15
日
（
火
）

※

納
付
期
限
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
 

葛
城
税
務
署
の
申
告
会
場
は
混
雑
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

申
告
書
の
作
成
等
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
16
時
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

 税 目 振替納税以外 振替納税 

【納期限】 

 ３月１5日（火） 

【振替期日】 

 ４月２０日（水） 

消費税及び  
地方消費税

 
（個 人）

【納期限】 

 ３月３１日（木） 
【振替期日】 

 ４月２5日（月） 

確
定
申
告
の
相
談
会
場

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を

申
告
に

必
要
な
も
の

申
告
・

納
税
の
期
限

▼納付期限

税金
所得税及び
復興特別所得税
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原付・軽自動車などの税金

軽
自
動
車
税
が
改
正
さ
れ
ま
す

４
月
１
日
以
降

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す
。

原動機付自転車、軽二輪車、
小型特殊自動車、小型二輪車
　平成２８年度から税額が引き上げ
られます。

軽自動車税
軽自動車（３輪以上）
▼平成２７年４月１日以降に初度検査される車両につい
て、新税額が適用されます。
▼平成２８年度から、初度検査年月（車検証記載）から
１３年を経過した車両は翌年度から重課税率が適用され
ます（燃料が電気、天然ガスなどの車両や被けん引車は
除く）。

※この検査年月が
　基準です。

（参考）車検証記載位置

■問合先　税務課市民税係（内線３３３）

車両種別 

税 額 （円） 
平成 27年 
3月 31日 
以前初度
検査  

平成27年 
4月 1日 
以降初度
検査  

初度検査後 

13 年経過  

重課税額
 

三輪 3,100円 3,900円 4,600円  

四 
輪 

乗 
用 

営業用 5,500円 6,900円 8,200円  

自家用 7,200円 10,800円 12,900円  

貨 
物 

営業用 3,000円 3,800円 4,500円  

自家用 4,000円 5,000円 6,000円  

車両種別 
税 額 （円） 

平成 27  
年度まで 

平成 28  
年度から 

原動機付
自転車

 
50cc以下 1,000円 2,000円

90cc以下 1,200円 2,000円

125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー ― 2,500円 3,700円

軽二輪車 250cc以下 2,400円 3,600円

小型特殊
自動車

 
農耕用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

小型二輪車 250cc超 4,000円 6,000円

軽自動車税のグリーン化特例が導入されます

　平成２８年度から低排出ガス及び燃費性能にすぐれた環境負荷の小さい軽自動車に対して、税率を軽減す
るグリーン化特例（軽課）が導入されます。平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日の期間に、初めて
車両番号の指定を受ける減税対象車（三輪以上の軽自動車）を取得する場合に限り、平成２８年度分につい
てのみ以下の特例措置が適用されます。
※市が車両登録時の申請書に基づき軽自動車税を軽減しますので、手続きは不要です。

車両区分 

税率（年税額） 

電気 
自動車 
天然ガス
自動車 

ガソリン車 
（ハイブリッド車を
含む） 

①概ね 
75％ 
軽減 

②概ね 
50％ 
軽減 

③概ね 
25％ 
軽減 

三　輪 1,000円 2,000円 3,000円 

四 
輪 
以 
上 

乗　用 
営業用 1,800円 3,500円 5,200円 

自家用 2,700円 5,400円 8,100円 

貨物車 
営業用 1,000円 1,900円 2,900円 

自家用 1,300円 2,500円 3,800円 

軽
自
動
車
税

①電気自動車・天然ガス軽自動車（平成
21年排出ガス 10％低減）

②▼乗用　平成 17年排出ガス基準 75％
低減達成（★★★★）かつ平成 32
年度燃費基準＋20％達成車

　▼貨物用：平成 17年排出ガス基準
75％低減達成（★★★★）かつ平成
27年度燃費基準＋35％達成車

③▼乗用　平成 17年排出ガス基準 75％
低減達成（★★★★）かつ平成 32
年度燃費基準達成車

　▼貨物用：平成 17年排出ガス基準
75％低減達成（★★★★）かつ平成
27年度燃費基準＋15％達成車

※各燃費基準の達成状況は、自動車検査
証の備考欄に記載されています。
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原付・軽自動車などの税金
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車

４
月
か
ら
税
額
が
上
が
り
ま
す
！

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
り
、
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
原
動
機
付
自
転
車
申
告
済
証

③
印
鑑

※

盗
難
（
遺
失
）
が
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
に
盗
難
（
遺
失
）
届
を
出
し

て
か
ら
、
そ
の
受
理
番
号
を
控
え

た
う
え
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
人
で
原

動
機
付
自
転
車
を
所
有
し
て
い
る

場
合
は
、
転
出
後
15
日
以
内
に
標

識
を
返
納
し
、
転
出
先
の
市
区
町

村
の
窓
口
で
、
新
し
い
標
識
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
・
問
合
先

▼
税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
３
３
３
）

▼
西
吉
野
支
所 　

▼
大
塔
支
所

▼
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
〜
２

５
０
㏄
）、　

二
輪
の
小
型

自
動
車
（
２
５
０
㏄
以
上
）

の
廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手

続
き

　

奈
良
運
輸
支
局
（
大
和
郡
山

市
額
田
部
北
町
９
８
１‐

２
）

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・

　

２
０
６
３

▼
軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
・

転
出
手
続
き

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
奈
良

事
務
所
（
大
和
郡
山
市
額
田

部
北
町
９
８
０-

３
）

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・

　

１
８
４
５

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
受
け
た
人
は

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申
請
す
る
こ
と
で

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
期
限　

５
月
２
日
（
月
）

■
申
請
・
問
合
先

　

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
３
３
３
）

■
軽
自
動
車
等
の
減
免
の
要
件

※

所
有
者
と
使
用
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

②
運
転
免
許
証
（
写
し
の
場
合
は
表
・

裏
）

③
自
動
車
検
査
証
（
写
し
可
）

④
印
鑑

⑤
生
計
同
一
証
明
書
ま
た
は
常

時
介
護
証
明
書
（
障
害
の
あ
る
本

人
以
外
が
運
転
す
る
場
合
の
み
）

⑥
減
免
申
請
書
（
税
務
課
市
民
税
係

に
あ
り
ま
す
）

■
そ
の
他

▼
減
免
の
対
象
車
両
は
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
人
１
人
に
つ
き
１
台

で
す
。
普
通
自
動
車
と
重
複
し
て

減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
自
動
車
検
査
証
に
「
自
家
用
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
に
限

り
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
減

免
制
度
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

２
月
初
旬
に
更
新
の
た
め
の
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

障
害
の
区
分
ご
と
に
減
免
で
き
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続
き
は
お
早
め
に

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
所
有
者
（
名
義
）

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
）、
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
所
有
し
て
い
る
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
年
齢
18
歳
未
満

の
人
、
ま
た
は
療
育
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
と
生
計

を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
て

い
る
。

▼
使
用
方
法

①
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
本
人
が
運
転
す
る
。

②
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
と
生
計
を
一
に
す
る

人
が
運
転
す
る
。  （
障
害
の
あ
る

人
の
通
学
・
通
院
・
通
所
等
の
た

め
に
使
用
す
る
場
合
）

③
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
で
、
そ
の
人
を
常
時
介
護

す
る
人
が
運
転
す
る
。（
障
害

の
あ
る
人
の
通
学
・
通
院
・
通
所

等
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
）

▼
原
動
機
付
自
転
車

　
（
１
２
５
㏄
ま
で
）
の

　

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続
き
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カルムのひろば

県立五條病院 　☎22・1112

五條病院からのお知らせ

◎南奈良総合医療センターが 4月に開院します これらの準備のため、今月から新たな公立病

院体制へのスムーズな移行に必要な設備機器

の移設等が始まります。外来・検査や入院な

どの際にはご迷惑をおかけしますが、患者様、

住民ならびに関係各位の皆様のご理解とご協

力をお願いします。

※乳がん検診、子宮がん検診は 2年に１回受診できます。大腸がん検診は毎年受診できます。
※定員があります。希望者は早めに申し込んでください。
※対象年齢は平成 28年４月１日までに該当年齢になる人を含みます。
※無料クーポン券のある人、70歳以上の人は無料です。
※個別検診は、事前にカルムで配布する受診券を持って指定医療機関で受診してください。

◎県立五條病院は一旦閉院。１年後に南和広域
医療組合の病院としてリニューアルオープン
されます。その間はカルム五條の敷地内に診
療所が設置されます。

2/26（金）
１０時
～１３時

 乳がん 子宮頸部がん検診 大腸がん検診 

対象者 ４０歳以上の女性 ２０歳以上の女性 ４０歳以上の人 

集団検診 

費 用 
マンモグラフィ検査 
2方向撮影１３００円 
１方向撮影１０００円 

１０００円 ２００円 

日 時 
2月 13日（土） 
12時 30分～13時 
14時～14時 30分 

2月 13日（土） 
12時 30分～13時 

2月 12日（金）、13日（土）、
26日（金）  9時～10時

25日（木）
16時～19時

個別検診 

検診医 
療機関 

県立五條病院、杉﨑医院、
鎌田医院田園診療所、
町立大淀病院、済生会御
所病院、橋本市民病院、
紀和クリニック 

▼市内 県立五條病院、後
藤医院、鎌田医院田園診療
所 
▼橋本市 橋本市民病院・
奥村ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ・いこま
ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ 
その他は問い合わせてく
ださい。 

 

費 用 
マンモグラフィ検査 
2方向撮影２３００円 
１方向撮影２０００円 

子宮頸部がん検診 
２０００円 
頸部がん・体部がん検診 
３５００円 

 

実施 
期間 

2月 29日まで 2月 29日まで  

 

カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
し
た
お
い
し
い
料
理

ス
マ
ー
ト
料
理
教
室

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

（
先
着
20
人
）

■
テ
ー
マ　

食
べ
ご
た
え
の
あ
る

１
食
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程

度
の
食
事
。

■
参
加
費　

材
料
費
３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
ぬ
ぐ
い
、
筆
記
用
具

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員
、
栄
養
士
、
保
健
師

■
申
込
締
切　

２
月
22
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
先　

保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
内
線
２
９
０
）

乳がん・子宮頸部がん・大腸がん検診
次のとおり検診を実施します。無料クーポン券のある人はぜひ利用してください。

受診期間は
2月 29日まで

眠

2 月
9時～10時、
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カルムのひろば

切り取って保管しましょう

２⽉、３⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先　カルム五條 ( 内線２９０)

午前９時〜午後４時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

本町３丁目１－１３

土・日・祝日夜間
※受付午後11時30分まで

午後６時～午前０時

休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

 

 

☎0744・24・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日深夜

橿原市休日夜間応急診療所

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状
により、二次救急医療機関の診療を
お勧めする場合があります。受診前
に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

応急を要する

小児科の診療

午前０時～午前６時

２月７日（日） １１日（木） １４日（日） ２１日（日） 

新町２丁目３－８ 

槇野医院 
☎２２・２００４  

今井２丁目２－１２ 

岩井内科 
☎２６・１２１２  

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０  

本町１丁目７－２３ 

後藤医院 
☎２２・２６９５  

２８日（日） 

五條 1丁目７－５ 

辻田クリニック 
☎２５・４１４５  

３月６日（日） １３日（日） ２０日（日） ２１日（月） 

中之町1771－33 

杉﨑医院 
☎２４・０００３ 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

今井４丁目１－１６ 

ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

中之町1617－１ 

田畑医院 
☎２５・１２１１ 

２７日（日） 
岡口１丁目２－２２ 

右馬医院 
☎２２・２２８１ 

〜
血
液
不
足
が
深
刻
で
す
〜

献
血
に
ご
協
力
を

■
対
象
者

▼
２
０
０
ml
献
血

　

満
16
〜
69
歳
、
男
性
45
㎏
以
上
、

女
性
40
㎏
以
上
の
人

▼
４
０
０
ml
献
血

　

男
性
満
17
歳
〜
69
歳
、
女
性
満
18

〜
69
歳
、
男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上

の
人

※

65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
に
献
血

経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

※

欧
州
渡
航
歴
の
あ
る
人
は
滞
在
期
間
に
よ
り

献
血
を
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※

本
人
確
認
の
た
め
、
保
険
証
・
運
転
免
許
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

10 時～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 16 時
場所：市役所

2月1日 （月） 血
に
ご
協
力
を

分
時

■問合先
　カルム五條（内線 289）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

な
ん
と
な
く
調
子
が
悪
い

眠眠
れ
な
い…

ゆ
う
う
つ
な
気
分…

　

こ
こ
ろ
の
健
康
で
困

っ
て
い
る
人
や
、
そ
の

家
族
の
皆
さ
ん
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

２/10 （水）、24 （水） 毎月２回　

■予約・問合先　カルム五條（内線290）

低
栄
養
・
ロ
コ
モ
・
認
知
症
予
防
教
室

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

寝
た
き
り
や
介
護
を
で
き

る
だ
け
短
く
す
る
た
め
に
、

健
康
的
な
食
事
や
規
則
正

し
い
生
活
で
い
き
い
き
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
タ
オ
ル
・

筆
記
用
具

■
参
加
費　

５
０
０
円

指
導
者　

食
生
活
改
善
推

進
員

締
切　

２
月
10
日
（
水
）

２/17 （水） 9:30～14:00
■予約・問合先　カルム五條（内線290）

◎低栄養・認知症予防の調理実習
◎ロコモチェックと簡単な体操
ロコモ：運動器の障害による要介護の状態や要介護リスクの高い状態。
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こそだてひろば

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

絵
本
の

読
み
聞
か
せ

節
分
の
遊
び

各回 子ども1人100円、2人125円　
■問合先　児童福祉課（内線349）
代表 岡本、連絡係  西出（niziirotrain@gmail.com）
初めての参加者は事前に連絡してください。

2/4
（木）

2/18
（木）

子育てサークル

にじいろ電車
カ
ル
ム
五
條
２
階

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

２月 28日（日）
９時 30分～
11時 30分
■場所　カルム五條

▼パパとおいしい
　焼きいもを作ろう
▼手遊び
▼リズムあそび　etc

■
対
象　

１
歳
半
以
上
の
子
ど

も
と
パ
パ
（
マ
マ
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
参
加
費
無
料
。

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

休日を子どもと楽しもう

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ
お
う

　

楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
運
動
発
達
を

促
し
ま
す
。
楽
し
い
運
動
で
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

親子で向い合せに立つ。
親がラップの芯を縦にし
た状態で上から落とし、
それを子どもが両手でキ
ャッチして遊ぶ。
※子どもの顔などにぶつか
らないように注意。

ふわふわキャッチ！
親子で向い合せに立ち、親
が上から風船やティッシュ
など軽いものをふわっと落
とし、それをこどもがキャ
ッチして遊ぶ。

くるくるタオルキャッチ！
フェイスタオルやバスタオ
ルを丸めて結び、ふわっと
したボールを作る。少し離
れたところから親が投げ、
それを子どもが手でキャッ
チしたり、箱を抱えてキャッ
チしたりして遊ぶ。

パ
パ
と
お
い
し
い

焼
き
い
も
作
り
！

パ
パ
サ
ロ
ン
開
催

するっと
棒キャッチ！

　

図
書
館
の
人
が
読
み
聞
か
せ

に
来
て
く
れ
ま
す
。
手
遊
び
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）

も
し
ま
す
。

カ
ル
ム
五
條
２
階

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
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こそだてひろば

６か月～
１歳まで

■
開
催
日
時　

毎
月
１
回

　

２
月
２
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
申
込
締
切　

開
催
日
の
前
日

１歳児
対象

2歳児
対象

バンビの広場　■
開
催
日
時

　

２
月
９
日
（
火
）、
16
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
申
込
締
切　

開
催
日
の
前
日

　

身
近
な
遊
具
を
使
っ
た
運
動
遊

び
を
し
な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
運
動
遊
び

の
先
生
を
招
い
て
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

■
講
師　

岸
田 

健
吾
先
生
（
ボ

デ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゴ
ル
ジ
）

■
開
催
日
時　

２
月
23
日
（
火
）

　

午
後
13
時
〜
14
時

■
対
象
児
童　

２
歳
児

■
参
加
費　

無
料

ぴよぴよの広場　

New

身
体
を
動
か
し
て
、

寒
い
冬
を
元
気
に
過
ご
そ
う
！

運
動
遊
び
教
室 いつでも自由に利用できます

五
條
児
童
館
で
遊
ぼ
う
！■開館日時　平日８時30分～17時15分

２月１０日（水）は
児童手当の定時支払日です
　平成２７年１０月分から平成２８年１月分ま
での４か月分を支払います。指定した金融機関
の口座を確認してください。
■問合先　児童福祉課（内線３６６）

4 月から勤務できる臨時職員急募
　子どもたちの笑顔があふれる職場で働いて
みませんか。詳しくは児童福祉課に問い合わ
せてください。
■問合先　児童福祉課（内線３４９）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る

　
　
　

差
額
通
知
を
発
送
し
ま
す

保
険
課
か
ら

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
の
増
加
を
抑
え
、
大
切
な
保

険
税
を
無
駄
な
く
使
う
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

医
療
費
の
軽
減
を

　
　
　

検
討
し
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
服
用
し
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
と
き
、
自
己
負
担
額
が

５
０
０
円
以
上
軽
減
で
き
る
と

見
込
ま
れ
る
皆
さ
ん
に
、
年
２

回
差
額
通
知
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
通
知
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
へ
の
変
更
を
強
要
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
は
医
師
に
相
談
し
、
選
択
や

使
用
方
法
は
薬
剤
師
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
の
通
知
の
対
象
者
は
五

條
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

平
成
27
年
10
月
に
薬
の
処
方
を

受
け
た
人
で
す
。

（
２
月
下
旬
発
送
予
定
）

自己負担額が５００円以上

軽減できると見込まれる皆さんに

お知らせします。

■問合先　保険課（内線２６７）

保育士・調理師・学童指導員

13 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



リ
サ
イ
ク
ル
類

き
っ
ち
り
分
別

で
き
て
い
ま
す
か
？

み
ど
り
園
だ
よ
り
⑫

　

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
指
定
袋
は
、
牛
乳

パ
ッ
ク
の
他
に
、
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
』
も
対
象
品
目
に
な
っ
て
い

ま
す
。
容
器
包
装
と
は
、
商
品
を
入
れ

た
り
包
ん
だ
り
し
て
い
る
も
の
で
、 
中

身
を
出
し
た
り
使
っ
た
り
す
る
と
不
要

に
な
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
が
対
象
で
、
多

く
は
次
の
よ
う
な
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
も
、

バ
ケ
ツ
や
、
お
も
ち
ゃ
、
ハ
ン
ガ
ー
等

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
リ
サ
イ
ク
ル

対
象
外
で
す
。
燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
を
し
っ
か
り
行
い
、
ご
み
の
減

量
化
、
資
源
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

み
ど
り
園

　

☎
２
４
・
４
１
１
１

みどり園

出荷担当 谷向 恵輔 入社２年目

本物にこだわる物作
りをモットーにした

製品作りを心がけ、

お客様に木のぬくも
りを感じていただけ

るよう日々努力して
います。

Keisuke Tanimukai

コンピューターと工員の技術で
高品位のもの作りができる工場です。
　会社は、集成材、積層材、無垢材等の天然素材で建物の内装材や造作材を作る
会社です。工場は入口の製材から始まり、様々な加工機や作業を経て、工場を一
周すると製品に仕上がる工場ラインが整備されています。コンピューターと、
工員の技術でお客様に要求されたとおりの製品を出荷できる工場です。

昭和10年代から材木を扱う事業に取り組み、時代の変遷にあった製品を供

給できる柔軟な事業方針で現在に至っています。集成材メーカーとしては

県内外に知られる地位を築き、商圏は全国規模に展開しています。

▼代表取締役社長　桝田 忠次

▼創業年月日　昭和16年3月1日（創業74年目) ▼従業員数　48人

五條市の元気な企業と従業員 FILE.008  株式会社 桝忠銘木店 本社工場　
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

株式会社桝忠銘木店 本社
工場（住川町 1303 番地　テ

クノパーク・なら工業団地
内）

☎０７４７・２６・３６０
０

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

中身を使ったら不要になる
　プラスチック容器包装類

　⇒リサイクル類
そのものが使用できる
　　　　プラスチック製品

　⇒燃えるごみ

見分け方

ポ
リ
パ
ッ
ク
類

卵
の
容
器　
　
　

サ
ラ
ダ
の
容
器　
　

豆
腐
の
パ
ッ
ク

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
類

乳
製
飲
料
容
器　
 

シ
ャ
ン
プ
ー
容
器　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ト
レ
ー
類

納
豆
の
パ
ッ
ク　
　

食
品
の
ト
レ
ー　

わ
ら
び
餅
の
ト
レ
ー

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包
装
類

製
品
の
プ
ラ
包
装 　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た

リサイクル類の例
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指
定
管
理
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
地
方

自
治
体
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営

を
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体

に
委
ね
る
制
度
で
、
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
施
設
の

管
理
に
民
間
の
能
力
を
活
用
し
つ

つ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
の
節
減
等
を
図
る
も
の
で
す
。

　

４
月
以
降
の
指
定
管
理
者
を
次

の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

財
政
課’

（
内
線
２
１
２
）

※

各
施
設
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

市
の
公
共
施
設
に
民
間
の
活
力
を

施  設  名 指 定 期 間 
区
分 

指定管理者となる 
団 体 の 名 称 

担 当 課 

五條市市民会館 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

桜井誠文堂 管財課 

西吉野コミュニティセンター 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

アスカ美装株式会社 地域振興課 

五條市賀名生の里歴史民俗資料館 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

和田自治会 文化財課 

五條市立老人憩の家 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

特定非営利活動法人 
大和社中 

介護福祉課 

五條市立福祉センター 
平成 28年 4月 1日～
平成 33年 3月 31日 

更
新 

社会福祉法人
五條市社会福祉協議会

 社会福祉課 

五條市立中央公民館 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

アスカ美装株式会社 生涯学習課 

五條市立図書館 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

株式会社図書館流通センター 生涯学習課 

五條市阿田峯公園 
平成 28年 4月 1日～
平成 31年 3月 31日 

更
新 

まちづくり改革推進＆ 
Realstyleグループ  公園緑地課 

五條市大塔総合案内センター 
平成 28年 4月 1日～
平成 33年 3月 31日 

更
新 

一般財団法人 
大塔ふる里センター 

企業観光 
戦略課 

五條市大塔山村体験実習センター 
平成 28年 4月 1日～
平成 33年 3月 31日 

更
新 

一般財団法人 
大塔ふる里センター 

企業観光 
戦略課 

五條市大塔水車施設 
平成 28年 4月 1日～
平成 33年 3月 31日 

更
新 

一般財団法人 
大塔ふる里センター 

企業観光 
戦略課 

五條市大塔ふれあい交流館 
平成 28年 4月 1日～
平成 33年 3月 31日 

更
新 

一般財団法人 
大塔ふる里センター 

企業観光 
戦略課 

五條市大塔郷土館 
平成 28年 4月 1日～
平成 33年 3月 31日 

更
新 

一般財団法人 
大塔ふる里センター 

文化財課 

　

五
條
市
で
は
、
奈
良
弁
護
士

会
に
委
託
し
て
無
料
の
法
律
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

五
條
市

委
託
事
業

　中南和法律相談センター
☎０７４２・２２・２０３５

予約先

■相談日時　毎週月曜日 （祝日は除く）
　午後１時～４時 
※相談時間は約 30分。※要電話予約
■場所　市立福祉センター（新町３丁目３‐２）
■相談者　奈良弁護士会所属の弁護士
■受付時間　９時 30分～正午、13時～ 16時

土
地
、
家
屋
の
問
題
、
親
族
や

近
隣
と
の
も
め
ご
と
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
に
よ
る
金
銭

問
題
等
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二
神
も
ま
た
現
れ
て
、
衆
生
の
苦
難
を
救

い
国
土
を
守
る
、
と
春
を
祝
福
す
る
の
で

し
た
。　
　

　

藤
岡
家
所
蔵
の
五
匹
の
猿
を
描
い
た
軸

（
推
定　

江
戸
時
代
）
に
は
、
作
者
の
名

が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
あ
る

と
き
、
軸
先
が
ぽ
ろ
り
と
こ
ぼ
れ
落
ち
ま

し
た
。
は
め
て
も
、
は
め
て
も
ま
た
落
ち

る
の
で
分
解
し
て
調
べ
て
も
ら
う
と
軸
棒

の
中
か
ら
書
き
付
け
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
「
子
守
り
、
勝
手
、
蔵
王
権
現
、

一
体
と
な
り
て
姿
を
見
せ
ん
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
述
の
能
「
嵐
山
」
の
内
容

を
踏
ん
だ
も
の
の
よ
う
で
す
。
「
嵐
山
」

は
本
来
、
狂
言
の
「
猿
婿
」
と
と
も
に
上

演
さ
れ
ま
す
。
「
猿
婿
」
は
、
吉
野
の
猿

が
、
嫁
を
も
ら
っ
た
の
で
、
大
勢
の
猿
と

一
緒
に
嵐
山
に
住
む
舅
の
猿
に
挨
拶
に
行

く
と
い
う
内
容
で
す
。
一
幅
の
軸
は
、
猿

を
描
い
て
、
能
狂
言
の
世
界
観
を
表
現
し

て
い
る
の
で
し
た
。
文
化
は
奥
深
く
、
猿

を
め
ぐ
る
資
料
も
ま
た
多
彩
で
す
。
丙
申

の
歳
に
ち
な
ん
で
様
々
な
猿
を
展
示
し
ま

す
。

「
爐
話
は
出
て
ゐ
し
と
い
ふ
猿
の
こ
と　

藤
岡
玉
骨
」

　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）。入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）

　

能
「
嵐
山
」
は
、
時
の
帝
の
命
を
受

け
て
、
勅
使
が
、
京
の
嵐
山
へ
向
か
う

場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
吉
野
山
は
花

の
名
所
で
す
が
、
都
か
ら
遠
い
た
め
に
、

帝
は
な
か
な
か
花
見
に
行
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
吉
野
か
ら
千
本

の
桜
を
京
の
嵐
山
に
移
植
し
ま
し
た
。

勅
使
一
行
は
、
吉
野
か
ら
移
し
た
花
が

今
年
も
咲
い
た
か
ど
う
か
を
調
べ
に
、

嵐
山
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
。
嵐
山
に

着
く
と
、
老
夫
婦
が
、
木
陰
を
清
め
て

花
を
拝
ん
で
い
ま
し
た
。
勅
使
は
不
思

議
に
思
い
、
「
あ
な
た
た
ち
は
ど
う
し

て
花
を
拝
ん
で
い
る
の
で
す
か
」
と
声

を
か
け
ま
し
た
。
老
夫
婦
は
「
実
は
自

分
た
ち
は
、
吉
野
の
木
を
守
る
木
守
明

神
（
子
守
明
神
）
・
勝
手
明
神
が
姿
を

変
え
た
も
の
で
あ
る
。
吉
野
か
ら
嵐
山

へ
移
し
た
桜
の
と
こ
ろ
に
も
、
自
分
た

ち
は
訪
れ
、
こ
う
し
て
守
っ
て
い
る
の

だ
」
と
告
げ
、
雲
に
乗
っ
て
、
吉
野
の

方
へ
飛
び
去
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
吉

野
蔵
王
権
現
の
末
社
の
神
が
現
れ
て
一

行
を
も
て
な
す
舞
を
舞
い
ま
す
と
、
蔵

王
権
現
も
出
現
し
、
木
守
り
、
勝
手
の

見取り図案内其の八十六

「丙申（ひのえさる）」

◎展示案内
3月26日（土）まで
「熊野」の俳人 平松いとゞ
「申年/さるどし」

◎イベント案内

３月３日（木）
第８回
藤岡玉骨記念
俳句大会
※詳しくはホームページをご覧ください。

み
か
ど

ち
ょ
く
し

こ
も
り

し
ゅ
う
と

五猿図（ごえんず）

か
っ
て

し
ょ
じ
ゅ
う

ろ
ば
な
し

さ
る
む
こ

図書館
ホームページ

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

お
は
な
し
会

　

２
月
28
日
（
日
）

　

14
時
〜
14
時
30
分　

　

３
歳
〜
小
学
生
対
象

新
刊
本
棚

２ 月

日
本
を
代
表
す
る
科
学
史
家
が
、

「
こ
れ
だ
け
は
読
ん
で
お
き
た

い
」
と
、
お
奨
め
す
る
科
学
の

本
１
０
０
冊
を
紹
介
。

村
上　

陽
一
郎
／
著

河
出
書
房
新
書

馬
場　

錬
成
／
著

毎
日
新
聞
出
版

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
と
応
援
し
て
く

れ
る
人
も
出
て
き
て
、
い
い
結

果
に
つ
な
が
る
。
大
村
智
が
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
の

道
の
り
を
描
く
。

ア
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
／
著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

佐
渡
島
紗
織
・

坂
本
麻
裕
子
／
編
著

大
修
館
書
店

岡　潔

岡　

潔
／
著

平
凡
社

科学の本一○○冊

大村智ものがたり
苦しい道こそ楽しい人生

かようびのドレス

ボ
ニ
・
ア
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
／
文

ほ
る
ぷ
出
版

荒
舩　

良
孝
／
文

岩
崎
書
店

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

すーくんす
五條市立
図書館
c

図書館

ものづくりを変える！
３Ｄプリンター　

食べ物で見つけた
進化のふしぎ

盛
口　

満
／
文

少
年
写
真
新
聞
社

レポート・論文をさらに
よくする「書き直し」ガイド

リスク・人間の本性、
経済予測の未来

■
問
合
先

市
立
図
書
館

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

　

２
月
４
日
か
ら
休
館
し
ま

す
の
で
、
２
月
２
日
（
火
）

ま
で
は
10
冊
、
４
週
間
貸
し

出
し
し
ま
す
。
（
移
動
図
書

館
も
運
休
し
ま
す
）

荒
舩

良
孝
／
文

Ｄプリンター の
り
を
描
く

ようび ド

ボ
ニ
・
ア
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
／
文文

岩
崎
書
店

進化の化 ふしぎ

盛
口

満
／
文

馬
場

錬
成
／
著

しい道こそ道 楽しい楽 人生人

村
上

陽
一
郎
／
著

科学の本 ○○冊岡岡 潔潔

岡

潔
／
著

佐
渡
島
紗
織
・

する「書き直し」ガイド

ア
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
／／
著

経済予測予測の未未来来

館
も
運
休
し
ま
す
）

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 ③ 4 5 6 
7 8 9 ⑩ 11 12 13 
14 15 16 ⑰ 18 19 20 
21 22 23 ㉔ 25 26 27 
28 29           

○○休館日　　　蔵書点検のため休館

歳

小
学
生
対
象

五
條
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展
示
会

　

読
書
活
動
活
性
化
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
し
た
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

３
月
14
日
（
月
）
ま
で

　

９
時
〜
17
時

16図書館・うちのの館から



国
際
交
流

E
x
c
h
a
n
ge

In
tern
a
tio
n
a
l

英語
コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 81回

こん
にち
は、　

エリ
ック
 

コズ
ィオ
ール
です

　　Fish, fish, fish. School lunch doesn't always 
contain fish, but it does show up quite often. I 
don't like fish. I never have, and at this age I am 
guessing that I never will. But every single time 
we have fish for lunch I eat it first.
　　I see lots of students struggling to eat lunch. 
And I understand. I was the same as a child. I 
didn't eat much, and what I did eat I ate really 
slowly. I was even dangerously underweight for 
a while, if you can believe that. But I realized 
later that it wasn't the food but myself that was 
making the process a pain. I would eat my 
favorites first and then have to struggle with 
what I didn't like.
　　Now, if there is fish on my plate I eat it first. 
If there is age-pan, I eat it first. (Yes. I don't like 
it. Kinako is so dry!) I eat it because we are lucky 
enough to have good lunches to eat, even if my 
personal preferences might get in the way. I eat 
it and don't shy away from saying what I don't 
like if a student asks. Because I'll eat it even if I 
don't like it. That is respectful.
　　But I save what I like the most for last. It 
could be the curry and rice, it could be the corn 
soup, or it could be the bread. Or the chicken. 
There are lots of lovely things we get for lunch. 
Lots of things that I really enjoy eating. And 
sometimes there is fish. I'll eat that first.

　魚、魚、魚。毎日というわけではありませんが、学
校給食には非常によく魚が登場します。私は魚が好き
ではありません。これまでずっと好きではありません
でしたし、これからも好きになることはないでしょう。
けれど、給食に魚が出されたときは、必ず最初に食べ
ます。
　多くの生徒が給食を食べるのに苦労しているのを目
にします。私には、その理由がわかります。私も子ど
ものときそうだったからです。私は食が細く、食べる
のもゆっくりでした。今の私からは想像できないでし
ょうが、ある時期なんかは非常にやせていました。後
に、それは食べ物のせいではなく、私自身の食べ方の
せいだと気づきました。私は好きな物を最初に食べて
いたので、その後に嫌いなものを食べるのに苦労した
のです。
　今は、魚や揚げパンが出されると一番先に食べるよ
うにしています。（はい、私は揚げパンが好きではあ
りません。きな粉がとても粉っぽいからです！）（魚
や揚げパンなどの）好きではないものを食べていると
き、生徒が嫌いなものは何かとたずねてきても、（今
食べているものが嫌いだと）ためらわずに答えていま
す。なぜなら、嫌いなものでもちゃんと食べているか
らです。それは、尊敬されるべきことですよね。
　逆に、私は一番好きな物は最後まで残すようにして
います。カレーライスやコーンスープ、パンやチキン
などです。給食にはたくさん美味しいものが出てきま
す。私は、そのほとんどを楽しんで頂いています。た
だ、魚が出たときは、最初に食べるようにしています。

Fish 魚

『Save the best for last.』最良のものを最後にとっておく

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

未
成
年
者
の
契
約

　

携
帯
電
話
販
売
店
に
機
種
変
更
に
行
っ

た
。
そ
の
際
、
「
お
金
は
か
か
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
一
緒
に
契
約
し

た
の
に
、
何
故
か
毎
月
の
引
落
料
金
が
高

く
な
っ
た
。

　
　
　

  

助
言

　

こ
の
相
談
事
例
の
よ
う
な
勧
誘
の
仕
方

の
場
合
、
２
年
間
継
続
し
て
利
用
（
２
年

契
約
）
す
れ
ば
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
代
金
は
０

円
に
な
る
と
い
う
内
容
の
契
約
の
場
合
が

多
く
、

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
代
金
は
不
要
だ
が
通
信
代

金
は
毎
月
必
要
だ
と
契
約
後
に
わ
か
っ

た
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
通
信
契
約
を
２
年
以
内
に

解
約
す
る
と
、
違
約
金
の
他
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
代
金
数
万
円
を
一
括
支
払
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　

と
い
う
よ
う
な
苦
情
が
発
生
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
契
約
は
複
雑
で
す
。
安
さ
に

つ
ら
れ
ず
、
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、

理
解
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

何
に
「
お
金
が
か
か
ら
な
い
」
の
か
、

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

一番良いもの事を最後までとっておく方が、結果が良くなるという意味の表現です。
この表現の由来は色々とありますが、その一つに、弓を射る者（射手）は一番いい矢
は敵が近づくまで使わないようにと教えられると言う話があります。単純なことです
が、何かを習得する（弓矢を当てる）には、それまでに（一番いい矢を使うまでに）
何度も繰り返すことが一番いい方法です。

○
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おしらせ・イベント

映 像 フェスタ
2016
　五條市の魅力を映像で発信するイベント、五條映像フェスタ 2016 を
開催します。

3/12
（土）

第１部 13時～（12時30開場）

第２部 17時～（16時30開場）

河瀨 直美 監督（五條市観光大使）

樹木 希林 さん（映画「あん」主演）

太田 好紀 五條市長

映画「あん」 上映 
2015 年 河瀨直美監督作品・113 分
出演：樹木希林、永瀬正敏、 内田伽羅 ほか

五條市の観光名所やイベントをドロ
ーンで上空から撮影した映像の上映。

第１部のみ

第１部・第 2 部

第１部のみ

場所 市民会館

■申込方法　往復ハガキで次のとおり申し込んでください。

市立五條文化博物館　企画展

竹原彰男追悼ペン画展

　五條市二見で生まれ、平成26年に55歳で亡
くなった建築・土木設計士の竹原彰男氏（1959
～2014）を追悼し、新町通り沿いの歴史的な町
並みを描いた「新町細見」シリーズ6点を含む
約30点のペン画を展示します。

■開館時間

　9時～17時 （入館は16時30分まで）

※月曜休館。3月21日は開館します。

■会場　博物館3階特別展示室

■入館料金 一般300円、大学・高校生200円

※中学生以下無料、団体割引あり（20人以上）

■問合先　五條文化博物館　☎24・2011

2月20日（土）～

3月21日（月・祝）

撮影 像 。

河瀨直美監督、樹木希林さんの上映前
舞台挨拶（トークショーはありません）

第２部

637-8501

■募集人数　１部先着370人、２部先着395人

※定員になりしだい市ホームページでお知らせします。

※返信ハガキが入場券になります。会場に持参してください。

■申込・問合先　五條市役所企業観光戦略課（内線210）

五
條
市
本
町
１‐

１‐

１

五
條
市
役
所

企
業
観
光
戦
略
課

「
映
像
フ
ェ
ス
タ
」
係

※

こ
の
面
は

　

何
も
書
か
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

郵便番号
あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
氏
名

①あなたの住所
②あなたの氏名
③日中連絡が
　つく電話番号
④1部 /2 部の
　希望

表 裏

入場無料。
完全予約制です。

C  映画『あん』製作委員会 /COMME DES CINEMAS/TWENTY TWENTY VISION/MAM/ZDF-ARTE

トークショー

18イベント案内・おしらせ



おしらせ・イベント
幻
の
五
新
線
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
６

君
の
ミ
ニ
列
車
を

幻
の
五
新
線
で
走
ら
せ
よ
う
！ 

２／ 28（日）
11時～ 15時　

　

幻
の
五
新
鉄
道
を
会
場
に
、
子
ど
も

も
大
人
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
地
域
の
旨
い
も
の
も
大
集
合
。

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
中
止
し
ま
す
。

■
問
合
先

▼
N
P
O
法
人
五
新
線
再
生
推
進
会
議

http://w
w
w
.gojo.ne.jp/goshin-sen/

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線
４
１
５
）

※

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
奈
良
県
地
域
貢
献
活
動
助
成

事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

会場　西吉野町城戸
（市役所西吉野支所北側、旧路線バス
専用道「専用道城戸」バス停付近）
※駐車場：きすみ広場（西吉野町川岸
392番地の5）（会場まで無料送迎バス
を運行します）

「1000mの木レール」
　プラレール車両などの電池式鉄道玩具
を持ち込んで走らせよう。（参加費
500円）

「乗用５インチ列車の乗車体験」
　子どもたちの大好きな小さな5インチ
列車に乗車できます。（無料）

「いろいろ長屋商店街」
　会場内の五新線沿線に特産品など約２
０店舗が出店。足湯もあるよ！

「木のちから体験」
　地元産の杉や桧の端材木工、焚き火、
焼き芋実演販売など。

「ボンネットバス
　銀河号来場」

１
０
０
０
ｍ
の

木
製
レ
ー
ル
で
お
も
ち
ゃ
の

電
車
を
走
ら
せ
よ
う
！

木

楽しいイベントがもりだくさんです

木レールイベントは国土緑化推進機構「ウッドデザイン賞
ハートフルデザイン部門奨励賞」を受賞しました

in城
戸

■
対
象
者　

河
内
長
野
市
、橋
本
市
、

五
條
市
に
在
住
す
る
人
40
人（
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。）

■
参
加
費　

３
０
０
０
円

（
バ
ス
代
・
昼
食
代
等
を
含
む
）

■
申
込
方
法　

①
名
前（
ふ
り
が
な
）

②
住
所　

③
電
話
番
号
を
明
記
し
、

２
月
22
日（
月
）ま
で
に
郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
最
大
２
人

ペ
ア
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。）

■
申
込
・
問
合
先　

河
内
長
野
市
・
橋

本
市
・
五
條
市
広
域
連
携
協
議
会
事

務
局（
橋
本
市
企
画
経
営
室
内
）

☎
０
７
３
６
・
３
３
・
１
１
１
１

 

fax
０
７
３
６
・
３
３
・
１
６
６
５

メ
ー
ル kikakhsy@

city.hashim
oto.lg.jp

〒
６
４
８-

８
５
８
５

　

橋
本
市
東
家
１
丁
目
１
番
１
号

※

持
参
の
場
合
は
五
條
市
役
所
企
画

政
策
課
で
も
受
付
し
ま
す
。

河
内
長
野
市
・
橋
本
市
・
五
條
市

魅
力
再
発
見
！
三
市
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

■日程　３月18日（金）
橋本駅前発（８時30分）⇒JR五条駅

前発（８時55分）⇒賀名生梅林⇒賀

名生歴史民俗資料館⇒橋本市・裁ち

寄り処⇒ゆの里（正午・昼食）⇒河内

長野市・花の文化園⇒くろまろの郷

⇒河内長野駅で解散（16時）⇒橋本

駅で解散（16時50分）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル

自
然
・
歴
史
め
ぐ
り

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル
と
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
残
さ
れ
た
自
然
・

歴
史
資
源
を
め
ぐ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ト
レ
ー
ル「
自
然
・
歴
史
め
ぐ
り
」。

　

設
定
さ
れ
た
５
つ
の
エ
リ
ア
を

す
べ
て
踏
破
す
る
と
、自
然
・
歴
史

め
ぐ
り
踏
破
認
定
証
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
缶
バ
ッ
ジ
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
締
切　

３
月
31
日（
木
）

■申込・問合先　ダイヤモンドトレール活性化実行
委員会（大阪府南河内農と緑の総合事務所）

☎０７２１・２５・１１３１
minamikawachinotomidori-g03@sbox.pref.osaka.lg.jp
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おしらせ・イベント
く
ら
し
の
メ
モ

つ
け
て
郷
土
愛
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
６
日
（
日
）

　

９
時
〜
15
時
30
分
（
午
前
８
時
40

分
〜
受
付
・
雨
天
決
行
）

■
集
合
場
所　

西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
小
・

中
学
生
、
先
着
25
人
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
可
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
昼
食
代
を

含
む
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
午
前
〜
大
塔
町
災
害
復
興
現
場
見

学
、
午
後
〜
一
ノ
木
ダ
ム
見
学

■
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具

■
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
連
絡

先
を
２
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

西
吉
野
え
え
と

こ
見
つ
け
隊
企
画
実
行
委
員
会

（
五
條
市
社
会
福
祉
協
議
会
西
吉

野
・
大
塔
支
所
）

☎
３
３
・
０
２
９
４

 

fax
３
３
・
９
２
２
０

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会
主
催

　
　

「
源
流
体
験
会
」
参
加
者
募
集

　

奈
良
県
川
上
村
、
紀
の
川
（
吉
野

川
）
の
源
流
の
森
を
訪
ね
、
水
環
境

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時 

３
月
12
日
（
土
）

無
料
職
業
紹
介
所
コ
ー
ナ
ー
等

■
問
合
先　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
経
済
産
業
協
会
）

電
話
０
７
４
２
・
２
０
・
２
２
１
０

五
條
市
西
吉
野
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

　

西
吉
野
町
内
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の

学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
第
10
回
ふ

れ
あ
い
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。皆

さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

２
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）

■
発
表

▼
20
日（
土
）12
時
55
分
〜　

カ
ラ
オ

ケ
発
表

▼
21
日（
日
）９
時
30
分
〜　

舞
台
発

表
、囲
碁
、模
擬
店

■
展
示　

両
日　

９
時
〜　

生
け
花
、

書
道
、俳
句
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、写
真
、町
内
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、高
校
の
生
徒
の
作

品
展
示
。

■
場
所　

西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
白
銀
南
公
民
館

■
問
合
先　

五
條
市
西
吉
野
ふ
れ
あ

い
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
西
吉
野
支
所
）

☎
３
３
・
０
３
０
１

小
中
学
生
対
象　

郷
土
の
魅
力
発
見

「
え
え
と
こ
見
つ
け
隊
」

　

西
吉
野
や
大
塔
の
「
え
え
と
こ
」

を
バ
ス
で
巡
り
、
地
域
の
魅
力
を
見

催　

し

支
援
し
、市
内
の
企
業
や
事
業
所
を

紹
介
す
る
た
め「
五
條
市
就
職
応
援

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
16
日（
水
）13
時
〜
16

時（
12
時
30
分
〜
受
付
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
合
先

　

企
業
観
光
戦
略
課（
内
線
２
１
５
）

就
職
応
援
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　

企
業
合
同
説
明
会

　

県
内
の
求
人
企
業
88
社（
予
定
）が

会
社
概
要
や
求
人
内
容
等
を
説
明
す

る「
企
業
合
同
説
明
会
」を
開
催
し
ま

す
。申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
10
日（
木
）10
時
〜
16

時（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所　

奈
良
県
文
化
会
館（
奈
良

市
登
大
路
町
６―
２
）

■
対
象
者　

平
成
29
年
３
月
大
学
等

卒
業
予
定
者
、平
成
25
年
３
月
以

降
の
既
卒
者（
新
卒
扱
い
）

■
内
容　

合
同
説
明
会
１
０
０
％
活

用
セ
ミ
ナ
ー
、就
活
実
践
セ
ミ
ナ

ー
、ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
・

▼
家
の
周
り
や
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▼
地
域
で
の
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を

決
め
て
み
ん
な
で
守
る
。

　

不
審
者
の
侵
入
防
止

▼
門
扉
・
車
庫
・
物
置
な
ど
に

を

か
け
て
不
審
者
の
侵
入
を
防
ぐ
。

▼
玄
関
灯
を
つ
け
、セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
、防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

　

様
々
な
放
火
防
止
対
策

▼
車
や
バ
イ
ク
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
は
，

燃
え
に
く
い
物
を
使
う
。

▼
地
域
で
情
報
交
換
し
て
、放
火
に

対
す
る
監
視
力
を
高
め
る
。

▼
家
庭
に
消
火
器
を
設
置
す
る
。

■
問
合
先　

五
條
消
防
署

☎
２
２
・
３
３
１
０

振
り
込
め
詐
欺
や

　

個
人
情
報
の
詐
取
に
注
意
！

　

市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
電

話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
し
た
り
、

世
帯
構
成
や
口
座
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
な
こ
と
は
市
役
所
か
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

地
元
で
働
こ
う

五
條
市
就
職
応
援
フ
ェ
ア
２
０
１
６

　

五
條
市
で
就
職
を
希
望
す
る
人
を

新
婚
世
帯
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

　

住
宅
取
得
補
助
金
は

　

２
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

市
内
へ
の
定
住
を
促
進
し
、
魅
力

あ
る
元
気
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
市

内
に
定
住
す
る
皆
さ
ん
の
住
宅
購
入

や
住
宅
改
修
の
費
用
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
書
類
審
査

等
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

▼
市
内
で
家
を
建
築
・
購
入
す
る
新

婚
世
帯

▼
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
（
市
外
か
ら
五

條
市
に
移
住
す
る
人
な
ど
）

■
対
象
と
な
る
住
宅　

平
成
27
年
３

月
18
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
し
た
住
宅
等

■
申
請
期
間　

平
成
28
年
２
月
末
ま

で
（
３
月
中
の
申
請
で
は
補
助
金

が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
）
詳
し
く
は
五
條
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
０
６
）

放
火
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
地
域
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

可
燃
物
等
の
整
理

20イベント案内・おしらせ



広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
　

10
時
現
地
集
合

■
場
所　

森
と
水
の
源
流
館
（
川
上

村
宮
の
平
）

■
定
員 
50
人
（
抽
選
）

■
申
込
方
法　

２
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
①
氏
名 
②
住
所 

③
電
話
番

号
を
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
備
考　

昼
食
、
飲
み
物
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先 

公
園
緑
地
課

（
内
線
４
６
１
）

  

fax
２
４
・
２
６
１
１

バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
公
式
戦

　
　
　
　
　

五
條
市
民
優
待
デ
ー

　

奈
良
県
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
「
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
」

の
公
式
戦
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

２
階
自
由
席
の
当
日
券
が
５
０
０
円

引
き
に
な
る
五
條
市
民
優
待
デ
ー
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
20
日
（
土
）
18
時
〜

　

２
月
21
日
（
日
）
14
時
〜

■
会
場　

橿
原
公
苑
第
一
体
育
館　

　

（
畝
傍
町
５
３
）

■
当
日
券
代
金　

大
人
１
８
０
０
円
、

小
中
学
生
８
０
０
円
（
会
場
の
チ

ケ
ッ
ト
売
場
で
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
証
明
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
（
広
報
五

條
１
月
号
か
２
月
号
、
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
、
名
刺
、
学
生

証
等
）

▼
１
人
４
枚
ま
で
購
入
可
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
試
合
開
始
の

３
時
間
前
か
ら
第
２
ク
オ
ー
タ

ー
終
了
ま
で
。

■
問
合
先　
（
株
）バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良

☎
０
７
４
２
・
２
０
・
１
８
０
０

あ
の
う
体
験
塾

貝
合
わ
せ
の
お
ひ
な
様
を
作
ろ
う

　

ひ
な
祭
り
に
合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
貝
合
わ
せ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
28
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
人（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）20
組

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
か
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
の
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
　
　

〜
西
吉
野
百
景
〜 

開
催

　

豊
か
な
自
然
と
悠
久
の
歴
史
に
育

ま
れ
た
西
吉
野
の
風
景
を
紹
介
し
ま

す
。

■
会
期　

２
月
27
日（
土
）〜
４
月
３

日（
日
）※

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
の

見
学
は
無
料
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０

　

anounosato-m
useum

@
kcn.jp

福
祉
フ
ェ
ア　

見
て
・
聴
い
て
・

　
　
　

感
じ
る
福
祉
の
魅
力
発
見

　

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い

あ
な
た
へ
楽
し
く
学
ん
で
体
験
し
て
、

介
護
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

■
日
時　

２
月
21
日（
日
）

　

12
時
30
分
開
会
〜
16
時

■
場
所　

大
淀
町
文
化
会
館
あ
ら
か

し
ホ
ー
ル（
桧
垣
本
２
０
９
０
）

※

入
場
無
料
・
申
込
不
要　
　

■
ホ
ー
ル
で
の
催
し　

大
淀
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
演
奏（
12
時
50
分
〜
）、

ア
ニ
メ
漫
才
ア
キ
ラ
ボ
ー
イ（
13

時
30
分
〜
）、ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク（
14
時
〜
）

▼
講
演（
14
時
15
分
〜
）

　

〜
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
る
〜

　
　
　

山
本 

浩
之 

氏

　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
展
示　

心
を
癒
す
ロ
ボ
ッ
ト

「
P
A
R
O
」、福
祉
用
具
の
使
用

体
験
、介
護
用
お
風
呂
入
浴
体
験
、

排
泄
用
具
等
相
談
な
ど

■
健
康
ブ
ー
ス　

骨
密
度
測
定
、健

康
チ
ェ
ッ
ク
、足
湯
、栄
養
士
指
導
、

メ
ン
タ
ル
相
談
な
ど

■
問
合
先　

奈
良
県
老
人
福
祉
協
議

会
南
和
ブ
ロ
ッ
ク
福
祉
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会
事
務
局（
美
吉
野
園
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
５
５
５
５

老
人
憩
の
家
で

　

楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か

　

老
人
憩
の
家
で
は
、
60
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。
（
カ
ン
タ
ン
手

織
り
は
材
料
費
が
必
要
）

■
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時（
カ
ラ

オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
・
水
曜
休
館
）

■
送
迎
バ
ス
運
行
日　

利
用
す
る
場

合
は
２
日
前
（
休
館
日
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
①
名
前 

②
電
話
番

号
③
乗
車
場
所
（
最
寄
の
バ
ス

停
）
を
伝
え
て
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
五
條
地
区

　

２
月
６
日（
土
）、19
日（
金
）

　

３
月
５
日（
土
）、18
日（
金
）

▼
西
吉
野
地
区

　

２
月
13
日（
土
）、26
日（
金
）

　

３
月
12
日（
土
）、31
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
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おしらせ・イベント

募　

集

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

障
が
い
が
あ
っ
て
も
働
き
た
い

　

は
た
ら
く
学
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

五
條
・
吉
野
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
会
社

等
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
27
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

友
語
苑
（
住
川
町
１
４
２

６
）※

参
加
費
無
料

■
テ
ー
マ　

は
た
ら
く
こ
と
に
つ
い

て　

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 （
働
い
て
い
る
先
輩
の
経
験
談
な
ど
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
・
吉
野
地

域
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
コ
ス
モ
ス
会
）

☎
０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　

本
場
の
台
湾
家
庭
料
理

　

油
淋
鶏
（
ユ
ー
リ
ン
チ
ー
）
、
豆

腐
と
ほ
う
れ
ん
草
の
水
餃
子
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
６
日
（
日
）

　

９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
。
今
年

度
同
講
座
に
参
加
し
た
人
は
材
料

費
１
０
０
０
円
。
）

生
き
が
い
・
笑
顔
・
元
気
な
毎
日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

　

五
條
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
知
識
や
経
験

を
活
か
し
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
公

益
社
団
法
人
で
す
。

■
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

　

草
刈
り
、
清
掃
、
庭
木
の
手
入
れ
、

障
子
や
網
戸
の
張
替
、
農
作
業
等

※

相
談
、
見
積
り
に
伺
い
ま
す
の
で

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集
中

▼
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
原
則

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
人
。

▼
入
会
説
明
会

　

毎
月
第
３
水
曜
日　

13
時
30
分
〜

※

年
会
費
２
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
カ
ル
ム
五
條
内
）

☎
２
２
・
５
５
４
１

嘱
託
職
員

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集

　

介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
介
護
福
祉
課（
内
線
３
８
１
）

▼
西
吉
野
・
大
塔
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
３
３
・
９
２
２
２

を
前
払
い
す
る
と
割
引
さ
れ
る
前
納

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

来
年
度
以
降
の
前
納

を
す
る
に
は
、
金
融
機
関
の
通
帳

と
届
出
印
を
持
参
し
て
、
２
月
末

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

す
で
に
前
納
し
て
い
る
人
は
再
度

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係
（
内
線
３
０
０
）

退
職
（
失
業
）
に
よ
る

　
　
　

国
民
年
金
の
特
例
免
除
制
度

　

厚
生
年
金
等
の
加
入
者
が
退
職
・

失
業
す
る
と
国
民
年
金
に
加
入
し
保

険
料
（
月
額
１
５
５
９
０
円
・
平
成

27
年
度
）
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
経
済
的
に
困
難
な
場

合
は
特
例
免
除
制
度
が
利
用
で
き
ま

す
。※

退
職
（
失
業
）
し
た
年
度
と

翌
年
度
に
限
る
。

■
申
込
方
法　

雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写

し
を
持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係
（
内
線
３
０
０
）

く
ら
し
の
メ
モ

花
咲
寮

　

物
資
納
入
業
者
の
追
加
募
集

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
咲
寮
の
物
資

納
入
業
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。
平

成
26
年
度
か
ら
登
録
し
て
い
る
場
合

は
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

■
受
付
期
間

　

２
月
８
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

　

９
時
〜
17
時
ま
で

（
平
日
の
み
・
持
参
に
限
る
）

■
対
象
業
者　

給
食
材
料
、
仕
出
し

弁
当
類
を
取
り
扱
う
市
内
の
業
者
。

■
登
録
有
効
期
間　

平
成
28
年
度

■
必
要
書
類

①
花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者
登
録
申

請
書

②
市
税
の
完
納
証
明
書
（
非
課
税
の

場
合
は
非
課
税
証
明
書
）

③
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
許
可

書
（
写
し
）

④
食
品
衛
生
監
視
票

⑤
営
業
所
、
製
造
所
お
よ
び
倉
庫
の

所
在
地
見
取
図

※

申
請
書
は
花
咲
寮
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

養
護
老
人
ホ
ー

ム
花
咲
寮
（

窪
町
１
４
８
０
）

☎
２
２
・
２
９
３
９

国
民
年
金
保
険
料

　

前
納
制
度
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
で
は
、
口
座
振
替
や
現

金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
保
険
料

講　

座

22イベント案内・おしらせ



おしらせ・イベント

②
２
月
20
日（
土
）９
時
〜
正
午　

奈

良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
ー
１
１
）

■
相
談
対
応
者　

専
門
看
護
師
、
支

部
役
員
、
ス
ト
ー
マ
装
具
業
者

■
相
談
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

奈
良
県
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

２
月
は
道
路
の
凍
結
等
の
た
め
予

定
日
の
設
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望

者
は
直
接
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先（
当
日
受
付
不
可
）

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

五
條
市
職
員
組
合

　

五
條
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
協
議
会

　

井
上　

富
雄
（
須
恵
）

　

ま
こ
と
ち
ゃ
ん
地
蔵
の
お
賽
銭

（
井
上
富
雄
）
（
須
恵
）

　

石
田　

順
子
（
小
和
）

《
福
祉
基
金
》

　

高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
宗
務
支
所

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
。
今
年

度
同
講
座
に
参
加
し
た
人
は
材
料

費
２
０
０
０
円
。
）

■
持
ち
物　

軍
手
、
筆
記
用
具
、
持

ち
帰
る
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
新
聞

■
申
込
方
法　

２
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児
・
要
予
約
・
無
料)　

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

　
　

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
悩
み
を
専
門
家

に
相
談
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

①
２
月
16
日
（
火
）
９
時
〜
正
午　

奈
良
県
文
化
会
館
（
奈
良
市
登
大

路
町
６―

２
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
利
用
団
体

会
費
の
み
。
今
年
度
同
講
座
に
参

加
し
た
人
は
無
料
。
）

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
方
法　

２
月
15
日
（
月
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児
・
要
予
約
・
無
料) 

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

ア
ー
ト
講
座　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
寄
せ
植
え
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
14
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

青
木 

恵
子 

先
生
（
ガ

ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
指
導
者　

阿
部  

彩
珠 

先
生
（
台

湾
出
身
の
料
理
上
手
主
婦
）

■
申
込
方
法　

２
月
25
日
（
木
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具
、
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア

※

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

ヘ
ル
ス
講
座　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
で
、
楽
し
く
体
力
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤 

貴
久
子 

先
生
（
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

市
民
の
善
意

お
し
ら
せ

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
２
５
７
６
人　
　
　

男
１
５
４
９
５
人　
　
　

  

女
１
７
０
８
１
人　

   　
　

世
帯
数
１
３
６
７
５

　
　

 　

（
▲
４
６
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
１
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
１
５
）　
　
　
　
　
　

   　
　

（
▲
１
９
）

（
12
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

堀
家
に
伝
わ
る
後
醍
醐
天
皇
の
宝
物 

そ
の
１

「
一
節
切
・
ひ
と
よ
ぎ
り
」

で
遡
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
一
節
切
は

現
存
す
る
最
も
古
い
例
と
な
り
、
そ
の
起
源

を
解
き
明
か
す
重
要
な
資
料
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

古
来
、
神
聖
な
儀
式
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
音
楽
は
、
政
治
と
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
以
降
は
、
笛
や

琵
琶
、
笙
な
ど
の
演
奏
を
習
得
す
る
こ
と
が

帝
王
学
の
一
つ
と
な
り
、
天
皇
の
権
威
を
高

め
る
こ
と
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
後
醍
醐
天
皇
も
楽
器
の
演
奏

に
優
れ
、
笛
や
笙
の
名
器
と
さ
れ
る
神
聖
な

楽
器
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
記
録

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
と
北
の
二
つ
の
朝

廷
の
対
立
と
抗
争
の
中
で
、
後
醍
醐
天
皇
は
、

自
ら
の
王
権
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
、
特

に
楽
器
に
対
し
高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
後
醍
醐
天
皇
が
滞
在
し
た

賀
名
生
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
一
節
切
は
、

音
楽
へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
天
皇
を
物
語
る

資
料
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
続
く
）

文
化
財
課
学
芸
員　

小
笠
原　

彰　

こ
の
時
代
、
能
楽
師
な
ど
の
芸
能
者
に
よ
っ

て
公
家
や
武
士
、
僧
侶
た
ち
の
間
に
広
め
ら

れ
た
一
節
切
は
、
室
町
時
代
の
僧
侶
の
一
休

宗
純
や
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
徳
川
家
康

な
ど
の
名
立
た
る
戦
国
武
将
も
愛
好
し
た
と

い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ゆ
か
り
の
品
が
今
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
中

頃
以
降
、
虚
無
僧
が
吹
奏
し
て
い
た
普
化
尺

八
と
呼
ば
れ
る
真
竹
の
根
元
を
用
い
た
節
の

多
い
尺
八
が
普
及
し
、
江
戸
時
代
終
わ
り
頃

ま
で
に
一
節
切
は
演
奏
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
役
割
を
終
え
た
そ
の
多
く
は
花
入
れ
な

ど
に
再
加
工
さ
れ
た
た
め
、
古
い
も
の
は
あ

第90回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

1世帯、月1.2kgの減量が目安。
しっかり水切り、分別を！

・ごみ量 399㌧

・目標値 349㌧

11月結果発表！

50㌧

超過

しっかり水切り、分別を

燃えるごみ

減量チャレンジ！

２月の
目標304.6㌧!

200
トン減

めざせ年間

ま
せ
ん
が
、
そ
の
表
面
は
漆
を
塗
り
重
ね

た
上
に
色
漆
と
金
粉
で
複
雑
な
龍
と
雲
の

模
様
が
浮
き
彫
り
状
に
表
現
さ
れ
、
非
常
に

高
い
技
術
で
装
飾
が
施
さ
れ
た
見
事
な
品
で

す
。
こ
の
伝
承
が
正
し
く
、
南
北
朝
時
代
ま

第
19
回
大
塔
い
き
い
き
文
化
祭

で
の
様
子

ば
ち

し
ょ
さ

ふ
る

ま
い
お
う
ぎ

堀
家
住
宅
主
屋

　

今
回
か
ら
二
回
に
わ
た
り
、
南
北
朝
時
代

（
一
三
三
六
〜
九
二
）
に
南
朝
の
行
宮
（
天

皇
行
幸
時
の
仮
宮
）
が
置
か
れ
た
地
、
西
吉

野
町
賀
名
生
の
堀
家
に
伝
わ
る
南
朝
ゆ
か
り

の
宝
物
を
紹
介
し
ま
す
。
第
一
回
目
は
後
醍

醐
天
皇
（
一
二
八
八
〜
一
三
三
九
）
の
愛
用

と
伝
え
ら
れ
る
一
節
切
（
長
さ
三
三
．
四

㎝
・
賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示

中
）
で
す
。

　

一
節
切
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

め
を
中
心
に
流
行
し
た
小
ぶ
り
の
尺
八
の
一

種
で
、
そ
の
名
は
使
わ
れ
て
い
る
竹
の
幹
の

節
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
、
真
竹
の

幹
の
中
央
部
分
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
り
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

後
醍
醐
天
皇

の
愛
用
と
伝
え

ら
れ
る
こ
の
一

節
切
は
、
残
念

な
が
ら
そ
れ
を

証
明
す
る
古
記

録
が
残
っ
て
い

あ
ん
ぐ
う

ご　

だ
い

ご

ひ
と
よ
ぎ
り

ふ
し

ま
だ
け

の
う
が
く
し

い
っ
き
ゅ
う

そ
う
じ
ゅ
ん

こ
む
そ
う

ふ

け

い
ろ
う
る
し

き
ん
ぷ
ん

び　

わ

し
ょ
う

後醍醐天皇の愛用と伝えられる一節切

みんなとつながる
こうほうごじょう

る
う 広報五條広報五條広報五條

15（月）

五條市結婚相談所

時間◎13時～

　　　16時

場所◎福祉センター

問合◎児童福祉課

　　　（内線366）

年金事務所の出張年金相談

時間◎13時～16時（要予約）

受付◎市民課年金係

予約◎大和高田年金事務所

☎0745・22・3531

五條市結婚相談所

時間◎13時～16時

場所◎福祉センター

問合◎児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

生活習慣病予防、禁煙など

保健師による健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談
場所◎カルム五條

予約◎カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間◎10時～15時
場所◎第２分庁舎３階

２  月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日

2/24
（水）

2/11
（木）

2/13
（土）

2/18
（木）

2/25
（木）

口座振替・コンビニでも納付可。

■問合先　税務課 （内線259）

　　　　　保険課 （内線266）

2/10
（水）

2/29
（月）

固定資産税・第4期
国民健康保険税・第８期の納期
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